
(患者様用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　主治医：　　　　　　　　　　　　　担当医：　　　　　　　　　　　　　　　看護師：
　月　日 月　　　　日 月　　　　日

　　入院　・　術前 　　術後～術後1日

・手術室からベッドで帰室します

・リストバンドを装着します ・手術後は酸素マスクが付いた状態で手術室から帰ってくることもあります

・手術の前に医師が内診し子宮の入り口を広げる処置を行う事があります ・手術後には膀胱に管が入っており、自然に尿が出るようになっています

・点滴を開始します ・血圧測定や出血などの症状の確認をします

　※点滴が始まる前にブラジャーは外して病衣に着替えて下さい

・麻酔の影響により気分が悪くなったり、頭がぼーっとする事があります

・点滴の管理をします

・食事や水分が取れれば点滴を抜きます

・トイレまで歩行が出来ればおしっこの管を抜きます

・医師の診察があります。診察後問題なければ退院です

・麻酔がしっかりと覚めたらベッドから起きて歩行出来ます

活動 ・手術に行くまでは自由です ※最初に起きあがる時、歩行する時は看護師が付き添います

安静度 　＊病棟外に出られるときは 　看護師がくるまではご自分で起き上がらないで下さい

保清 　　看護師に声をかけてください

・麻酔がしっかりと覚めたらお水を飲んだり、食事をすることが出来ます

食事 ・入院当日の深夜0時以降は食べたり飲んだりできません ※看護師が確認後、お水を飲み始めます。それまでは飲んだり食べたり出来ません

　

患者様及び ・主治医から手術の説明があります　説明後同意書にサインし提出して下さい ・出血が増えてくるようでしたら看護師にご連絡ください

ご家族への ・入院生活及び手術について看護師から説明があります

　　説明 ・退院後の注意点について説明します ・退院が決定したら、診察券と外来予約表をお渡しします

・ナプキン（できれば夜用）
・フィットショーツ　１枚　ローソンで購入できます ・保険の書類は2階の診断書受付窓口へ提出して下さい

入院時の
必要物品

琉球大学病院　　４F婦人科病棟
　　　TEL　０９８－８９５－３３３１（代表）

・入院時には内服しているお薬を確認します ※平日の日は外来へ連絡して下さい

・化粧、マニキュアなどは落として下さい

※夜間、休日は病棟（内線３４０１）へ連絡して下さい

H31年3月 改訂版　　　琉球大学病院 婦人科病棟　　4F東病棟

・ネックレス、ピアス、コンタクトレンズ、メガネ、指輪、ヘアピン、入れ歯などの
貴金属類など取り外しの出来るものは全て外して下さい

　退院後しばらくは無理のない日常生活を送りましょう
　お腹の痛みや出血が増えるなど、気になる事がありましたら
　病院にご連絡ください

・血圧測定や症状の確認をします

子宮内膜掻爬術受けられる ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿様

処置
薬剤


